
令和６年産の飼料用米の生産者で、次の要件を満たすこと  

・飼料用米の作付面積が、概ね１ha以上（多収品種・区分管理に限る）  

・飼料用米の多収化、生産コスト低減等に取り組むこと 

令和５年産の飼料用米の生産者で、次の要件を満たすこと 

・飼料用米の作付面積が、概ね１ha以上（多収品種・区分管理に限る） 

・飼料用米の多収化、生産コスト低減等に取り組むこと 

東北ブロック事務局（東北農政局及び各県拠点）へ御相談ください。 

（詳細は裏面をご覧ください。） 

東北ブロック事務局（東北農政局及び各県拠点）へ御相談ください。 

（詳細は裏面をご覧ください。） 

■ 

 

 

    農業者年金現状届を大至急ご提出ください！！      

 

５月末頃に農業者年金基金から受給者に送付された現況届の提出期限が６月２８日（金）までとなっております。

未提出の方は大至急、市農業委員会にご提出ください。 

なお、現況届を提出されなかった場合、農業者年金が差し止めになりますのでご注意ください。 

 

 

経営移譲年金（特例付加年金）を受給されている方へ 

 

お問い合わせ先：新庄市農業委員会事務局 ＴＥＬ２９－５８３９ 

 

 

        農地パトロール実施のお知らせ             

新庄市農業委員会では、遊休農地の解消と発生防止を図るため、毎年７～８月に『農地パトロール』を実施

し、遊休農地の所有者の方に、営農再開や草刈り等の管理をしていただくようお願いしています。調査員が

伺った際は、ご協力をお願いします。 

 また、農地パトロールの結果に基づき、遊休農地の所有者の方に『遊休農地に係る利用意向調査』が送付さ

れる場合があります。これは、遊休農地の利用について所有者の方の意向をお尋ねするもので、農地法に定

められた調査です。併せてご協力をお願いします。 

 遊休農地は、雑草や害虫の発生で周辺に迷惑となるばかりでなく、不法投棄を招く恐れもあります。 

 高齢者の方など、自らの管理が難しい方は、農地中間管理機構への貸し付けもご検討ください。 

お問い合わせ先：新庄市農業委員会事務局 ＴＥＬ２９－５８３９ 

 

   飼料用米 多収日本一 コンテストを開催します！      

飼料用米生産農家の生産技術の向上を目指し、 多収を実現している先進的で他の模範となる経営体を表彰し、

その成果を広く紹介するコンテストを開催します。 

・対象者 

 

 

 

 

・開催スケジュール 

 

 

 

 

 

・褒章 

 

 

 

 

 

・応募先及びお問い合せ窓口 

新庄市農林課水田農業対策係 電話：0233-29-5835（直通） 

・申請用紙のダウンロードコンテストの詳しい情報につきましては東北農政局ウェブページからご覧いただ

けます。 

 （https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/suitou/siryoumai_contest.html） 

    東北農林専門職大学にて講演会を開催します！！      

この講演会は最上８市町村の農業委員会の合同事業ですが、一般の方の聴講も歓迎しています。 

１．日 時  令和６年７月３１日（水）１３：１５から１５：００まで（受付は 12：45から） 

２．会 場  東北農林専門職大学大講義室 

３．内 容 

   基調講演  演題 「東北農林専門職大学と地域―大学が期待する連携―」 

         講師 東北農林専門職大学農林業経営学部 学部長 小沢 亙 

   持ち物   筆記用具 

   参加費   無料  

   定 員   先着３０名（一般参加者分） 

   申込締切  ７月２６日（金） 

４．申し込み及び問い合わせ先 

   新庄市農業委員会事務局（主催：最上地方農業委員会協議会） 

   ＴＥＬ２９－５８３９ 

５．その他 

   当日は新規就農相談の受付窓口も開設します。希望される方は受付にお申し込みください。 

（実際の相談は別日程で個別に行います。） 

 農家全戸配布  令和６年６月２８日 （４５８号） －お問合せ－ 

新 庄 市 農 林 課 

 0 2 3 3 - 2 9 - 5 8 3 5 

Fax.0233-22-0989 
農 業 だ よ り 

経営移譲年金を受給している方が提出する現況届

には右のような質問があります。すべての質問に

回答して提出して下さい。回答に一つでも「はい」

がある方は、支給停止の可能性があります。不明な

場合は事務局にお問い合わせください。 

※ １について、後継者の農作業手伝いは支給停止

になりません。 

※ ２について、担い手への利用集積や農地中間管

理機構へ貸しても支給停止になりません。 

※ ３について、建物共済は含みません。 

・６年 7月 31日 応募締切 

・7年１月上旬 収量の報告締切 

・7年 2月（調整中） 審査委員会 

・7年 3月（調整中） 表彰式 

成績優秀者には、以下の賞が授与されます。 

・農林水産大臣賞 ・農産局長賞 

・全国農業協同組合中央会会長賞 ・全国農業協同組合連合会会長賞 

・協同組合日本飼料工業会会長賞 ・日本農業新聞会長賞 

https://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/suitou/siryoumai_contest.html

